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―
資
料
概
要

―

こ
こ
に
翻
刻
す
る
の
は
、
米
国
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
が
所
蔵
す
る

雑
誌
『
コ
ス
モ
ス
』
通
巻
第
七
号
（
第
二
巻
第
三
号
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
三
十
一
日
発

行
）
に
付
帯
す
る
検
閲
文
書
の
一
部
（
ゲ
ラ
第
11
〜
13
頁
の
全
部
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、
第
七
号
の
検
閲
文
書
全
十
七
点
（
内
ゲ
ラ
六
点
）
の
中
の
ゲ
ラ
三
点
に
あ
た
る
。

こ
こ
に
は
伊
藤
和
の
詩
「
Ｂ
29
の
大
音
」
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
残
り
の
ゲ
ラ
三
点

に
つ
い
て
は
、拙
稿
「
詩
誌
『
コ
ス
モ
ス
』
検
閲
の
研
究
―
伊
藤
和
「
Ｂ
29
の
大
音
」

削
除
か
ら
不
掲
載
へ
―
（
上
）」（
本
誌
前
号
）
で
触
れ
た
。
な
お
、「
翻
刻　

プ
ラ
ン

ゲ
文
庫
所
蔵
『
コ
ス
モ
ス
』
第
七
号
検
閲
文
書
【
Ⅰ
】」（
同
上
）
で
付
し
た
検
閲
文
書

番
号
の
「C

D
004_G

002

」
〜
「C

D
006_G

004

」
に
相
当
す
る
。
第
七
号
は
、三
つ

の
記
事
に
合
計
六
箇
所
の
削
除
指
示
を
受
け
、
一
つ
の
記
事
で
有
効
情
報
が
採
取
さ

れ
た
。
こ
れ
は
『
コ
ス
モ
ス
』
各
号
の
な
か
で
最
も
多
い
。
な
か
で
も
「
Ｂ
29
の
大

音
」
は
三
度
の
検
閲
を
経
て
四
箇
所
の
削
除
指
示
が
確
定
し
た
。
文
学
作
品
（
詩
）

に
対
す
る
検
閲
処
分
の
実
態
を
知
る
上
で
重
要
な
事
例
の
一
つ
で
あ
る
。

三
度
の
検
閲
を
執
行
し
た
検
閲
官
は
、順
に
「
フ
ク
シ
マ
」
↓
「
フ
ル
ヤ
」
↓
「
ヤ

マ
モ
ト
」。ゲ
ラ
に
は
違
反
の
疑
い
の
あ
る
箇
所
な
ど
に
鉛
筆
で
丸
囲
み
や
傍
線
が
引

か
れ
、引
き
出
し
て
×
な
ど
と
あ
る
。
ま
た
、第
11
頁
か
ら
13
頁
の
上
部
に
、ブ
ル
ー

ク
レ
ヨ
ン
で
「h

old

」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ゲ
ラ
表
紙
の
日
付
な
ど
か
ら
判
断
す
る

と
、
こ
こ
ま
で
の
作
業
が
十
一
月
五
日
ま
で
に
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
上
級
者
の
判
断

を
あ
お
ぎ
、
削
除
箇
所
が
決
定
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ゲ
ラ
に
は
、
決
定

さ
れ
た
四
箇
所
に
対
す
る
ブ
ル
ー
ク
レ
ヨ
ン
の
囲
み
と
、「delete

」
の
指
示
が
見
ら

れ
る
。
こ
の
作
業
は
十
一
月
十
日
ま
で
に
な
さ
れ
た
。
鉛
筆
書
き
で
囲
ま
れ
た
部
分

は
、
ほ
と
ん
ど
が
最
終
的
に
削
除
指
定
を
受
け
て
い
る
が
、
第
七
ス
タ
ン
ザ
全
体
の

鉛
筆
囲
み
は
削
除
を
免
れ
て
い
る
。
な
お
ゲ
ラ
に
は
鉛
筆
で
ス
タ
ン
ザ
ご
と
に
①
か

ら
⑨
ま
で
番
号
が
振
ら
れ
て
い
る
。

以
下
の
翻
刻
で
は
、
ブ
ル
ー
ク
レ
ヨ
ン
の
囲
み
に
よ
る
削
除
指
定
箇
所
を
傍
線
で

示
す
。
ル
ビ
や
、
助
詞
に
「
お
」「
わ
」
を
用
い
る
仮
名
遣
い
な
ど
原
文
（
ゲ
ラ
）
の

ま
ま
。
た
だ
し
漢
字
は
新
字
体
（
常
用
漢
字
）
に
改
め
た
。
①
〜
⑨
は
鉛
筆
で
記
さ
れ

た
ス
タ
ン
ザ
番
号
。《　

》
内
は
翻
刻
者
（
村
田
）
に
よ
る
注
記
。
ゲ
ラ
の
ペ
ー
ジ
の

開
始
位
置
（
11
〜
13
）
と
、
二
段
組
み
さ
れ
た
ゲ
ラ
の
下
段
開
始
位
置
（ 

▽ 

）
も
翻
刻

者
に
よ
る
。
な
お
参
考
資
料
と
し
て
、「『
コ
ス
モ
ス
』
通
巻
第
七
号
（
第
二
巻
第
三
号
）

目
次
」
お
よ
び
、「
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
所
蔵
『
コ
ス
モ
ス
』
第
七
号
検
閲
文
書
（
翻
訳
）」

を
付
す
。
後
者
は
、
本
誌
前
号
に
掲
載
し
た
「
翻
刻
【
Ⅰ
】」
の
う
ち
、
検
閲
官
に
よ

る
報
告
書
お
よ
び
裁
決
書
（
検
閲
文
書
番
号
「C

D
009_D

003_f

」
〜
「C

D
016_D

010

）

の
試
訳
で
あ
る
。
全
号
の
目
録
は
別
途
公
開
を
予
定
し
て
い
る
。

「
Ｂ
29
の
大
音
」
の
公
開
に
あ
た
っ
て
は
、著
作
権
継
承
者
の
許
諾
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
前
回
に
引
き
続

き
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
よ
り
写
真
版
掲
載
を
許
可
い
た
だ
い
た
。

室
長
坂
口
英
子
氏
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
所
蔵
『
コ
ス
モ
ス
』
第
七
号
検
閲
文
書
【
Ⅱ
】

―
―
伊
藤
和
「
Ｂ
29
の
大
音
」（
検
閲
ゲ
ラ
版
）
―
―　
　

附
、
参
考
資
料

村　

田　

裕　

和

翻　

刻
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11

 

Ｂ
29
の
大
音

 

伊　

藤　
　

和

① 

お
ゝ
。

 

ひ
さ
し
ぶ
り
に
、

 

Ｂ
29
よ
。

 

例
の
大
音
お
、
や
す
ら
か
に
ひ
ゞ
か
せ
て
。

 

そ
れ
か
ら
、

 

一
分
間
も
た
ゝ
ぬ
ま
に
、

 

も
う
、
北
に
去
り
。

 

ま
た
二
分
間
も
し
て
、

 

次
の
が
迫
る
。

② 

お
ゝ
。

 

こ
の
よ
う
に
飛
ぶ
。

 

Ｂ
29
わ
、

　
▽  

つ
ま
り
い
ま
、

 

演
習
で
あ
る
。

 

墜
落
す
る
一
機
も
な
か
つ
た
。  　

 

　
《
削
除
Ａ
》

③ 

Ｂ
29
よ
。

 

そ
し
て
次
か
ら
次
と
、

 

大
音
の
通
る
た
び
、

 

顎
を
あ
げ
て
仰
ぐ
の
わ
、

 

老
い
ぼ
れ
や
。
女
や
。
子
供
ば
か
り
で
な
く
。

 

お
や
じ
。
若
い
衆
も
。

 

し
ば
ら
く
の
間
わ
、

 

顎
が
の
び
て
し
も
う
ほ
ど
、

 

仰
い
で
咏
嘆
し
た
。

12 

ま
つ
た
く
、
い
ま
わ
。

 

い
ま
わ
、
逃
げ
る
こ
と
も
な
し
。

 

怖
し
い
と
考
え
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
。

④ 

だ
が
し
か
し
。

 

大
音
よ
。

 

あ
れ
が
Ｂ
29
と
、

 

震
動
音
に
耳
を
打
た
れ
て
、

 

二
分
間
も
仰
ぎ
つ
ず
け
る
と
、

 

田
舎
者
の
頭
わ
、

 

変
つ
て
く
る
。

 

神
と
云
う
奴
が
、
僕シ

モ
ベに

命
じ
た
よ
う
に
、   

　
《
削
除
Ｂ
》

 

直
ぐ
に
、

 

咏
嘆
の
お
喋
べ
り
が
立
つ
。

⑤ 

「
ド
カ
ン
と
始
ま
る
気
配
ぢ
や
」  　
　

 

　
　
《
削
除
Ｃ
》

 
―
ど
こ
か
の
国
が
、

 

い
ま
に
火
ぶ
た
を
切
る
。

　
▽  

イ
ヤ
僕シ

モ
ベ根

性
の
咏
嘆
が
、

 

ま
つ
た
く
。
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大
げ
さ
に
。

 
そ
ん
な
愚
劣
お
、

 
頭
の
な
か
に
描
い
て
喋
べ
る
。

⑥ 

Ｂ　

よ
。

 

ま
だ
し
か
し
、

 

田
舎
わ
ひ
ろ
い
。

 

八
方
に
、

 

ぴ
か
り
と
星
わ
光
つ
て
い
る
。

 

鳴
い
て
い
る
の
わ
溝
の
蛙
ら
、

 

も
つ
と
も
つ
と
、
遠
く
に
も
蛙
ら
。

 

笛
の
音
。

 

太
鼓
の
音
。

 

こ
れ
わ
、

 

若
い
衆
の
い
ろ
香
も
お
ぼ
れ
て
、

 

芸
能
会
の
稽
古
。

⑦ 

Ｂ
29
よ
。

13 

ま
た
こ
の
外
に
、

 

北
か
ら
南
か
ら
還
つ
て
き
た
、

 

復
員
の
な
か
か
ら
の
、

 

も
つ
ぱ
ら
オ
ブ
ロ
ー
モ
フ
が
ご
ろ
ご
ろ
し
。

 

す
こ
し
学
問
を
出
た
奴
わ
、

 

い
ま
こ
そ
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム
だ
と
喋
る
の
も
あ
り
。

 

ヤ
ニ
下
つ
て
、

 

愛
情
の
半
端
や
。

 

あ
れ
や
こ
れ
や
。

 

空
虚
や
。

⑧ 

お
ゝ
。  　
　
　

 

　
　
　
　
《
削
除
Ｄ
》

 

Ｂ　

わ
、

 

ゆ
つ
く
り
と
、

 

や
す
ら
か
に
、

 

卯
の
花
時
の
空
を
飛
ぶ
。

 

⑨ 

Ｂ　

よ
。

 

ま
つ
た
く
、

　
▽ 

ひ
さ
し
ぶ
り
に
、

 

例
の
大
音
よ
。

 

田
舎
者
の
び
つ
く
り
す
る
飛
行
機
よ
。

 

―
墜
落
の
こ
と
や
、

 

―
火
を
ふ
く
こ
と
や
、

 

い
ず
れ
の
国
も
。

 

も
う
、

 

損
な
こ
と
わ
間
尺
に
あ
わ
ぬ
。

 

さ
て
演
習
わ
、

 

そ
ち
ら
さ
ま
の
御
都
合
だ
ろ
う
。

 
 

（
以
上
、
翻
刻
お
わ
り
）

29
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【
参
考
資
料
1
】『
コ
ス
モ
ス
』
通
巻
第
七
号
（
第
二
巻
第
三
号
）　

目
次

目
次 

 

2

巻
頭
言　

批
評
を
も
と
め
る　
　

 

無
署
名 

3

鬼
（
＊
詩
） 

金
子　

光
晴 

4
〜
6

コ
ス
モ
ス
雑
記 

 

7
〜
11

　

  
田
木　

繁
・
小
野
十
三
郎
・
岡
本　

潤
・
伊
藤　

和
・
木
原　

實
・

秋
山　

清
・
廣
澤　

一
雄

流
れ
の
中
か
ら
（
二
）
―
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
に

　

つ
い
て
の
覚
え
書
― 

壺
井　

繁
治 

12
〜
19

写真 1：『コスモス』第 7号ゲラ p.11
Gordon W. Prange Collection, University of Maryland Libraries

写真 2：『コスモス』第 7号ゲラ p.12
Gordon W. Prange Collection, University of Maryland Libraries

写真 3：『コスモス』第 7号ゲラ p.13
Gordon W. Prange Collection, University of Maryland Libraries
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廣
瀬
中
佐
（
＊
詩
） 

秋
山　

清 

14
〜
16

文
字
と
言
葉 

高
山 

19

中
野
重
治
の
歌 

木
原　

實 

20
〜
21

（
＊
広
告
1
） 

 

21

欺
瞞
者
の
文
学 

平
林　

敏
彦 

22
〜
30

離
別
（
＊
詩
） 

廣
澤　

一
雄 

24
〜
25

長
城
（
＊
詩
） 

サ
カ
イ
・
ト
ク
ゾ
ウ 

26
〜
27

中
原
中
也
詩
集 

杉
本　

駿
彦 

30
〜
31

時
評　

高
村
光
太
郎
の
暗
愚
に
つ
い
て 

秋
山　

清 

32
〜
34

随
筆　

郁
達
夫
そ
の
他 

金
子　

光
晴 

35
〜
37

技
術
（
＊
詩
） 

祝　

算
之
介 

37

投
稿
に
つ
い
て 
編
輯
部 

37

詩
論 
小
野　

十
三
郎 

38
〜
47

土
運
び
の
歌
（
＊
詩
） 

田
木　

繁 

40
〜
41

歯
車
（
＊
詩
） 

長
谷
川　

七
郎 

42
〜
43

白
日
（
＊
詩
） 

植
村　

諦 

44
〜
45

（
＊
広
告
2
） 

 
47

倉
橋
顕
吉
の
死 

岡
本　

潤 
48
〜
49

紙
幣
の
詩
（
＊
詩
） 

吉
田　

嘉
七 

48

お
ぢ
さ
ん
の
振
る
旗
（
＊
詩
） 

島
田　

屯 

49

あ
い
つ
（
＊
詩
） 

伊
福
部　

舜
兒 

50

奥
付 

 

51

＊
表
紙　

上
部
に
横
書
き
で
「
コ
ス
モ
ス
」。
中
央
に
縦
書
き
で
十
七
名
の
執
筆
者
名
列
挙
。

下
部
右
隅
に
横
書
き
二
行
で
「N

o.7

／
第
二
巻
第
三
号
」。
印
刷
発
行
日
記
載
な
し
。

＊
ペ
ー
ジ
数
は
表
紙
か
ら
起
算
さ
れ
て
い
る
。
奥
付
頁
（
第
51
頁
）
は
裏
表
紙
裏
（
表
3
）
に

あ
た
る
。

＊
広
告
1　
『
植
村
諦
詩
集 

愛
と
に
く
し
み
の
中
で
』（
組
合
書
店
）

＊
広
告
2　

小
野
十
三
郎
著
『
詩
論
』（
真
善
美
社
）

＊
奥
付　
「
特
価
十
八
円
（
送
料
一
円
二
〇
銭
）
／
昭
和
二
十
二
年
十
月
二
十
五
日
印
刷
／
昭

和
二
十
二
年
十
月
三
十
一
日
発
行
／
編
輯
兼
発
行
人　

東
京
都
中
野
区
上
高
田
二
ノ

三
四
八　

秋
山
清
／
印
刷
人　

東
京
都
新
宿
区
市
ケ
谷
谷
町
二
一　

稲
月
實
／
印
刷
所

　

東
京
都
新
宿
区
市
ケ
谷
谷
町
二
一　

株
式
会
社
現
実
社
／
発
行
所　

東
京
都
中
野
区

上
高
田
二
ノ
三
四
八　

コ
ス
モ
ス
書
店
／
配
給
元　

東
京
都
千
代
田
区
神
田
淡
路
町
二

ノ
九　

日
本
出
版
配
給
株
式
会
社
」

 

（
以
上
、
参
考
資
料
1
お
わ
り
）

【
参
考
資
料
2
】
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
所
蔵
『
コ
ス
モ
ス
』
第
七
号
検
閲
文
書
（
翻
訳
）

（
凡
例
）　

文
書
の
名
称
は
、
内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
新
た
に
付
し　
　

で
囲
ん
で
表
示
し

た
。
冒
頭
字
下
げ
を
施
し
、
適
宜
追
い
こ
む
な
ど
、
全
体
の
体
裁
を
統
一
し
た
。
検
閲
官

の
追
記
（
書
き
込
み
）
は
太
字
で
示
し
た
。
青
ク
レ
ヨ
ン
に
よ
る
（　

）、「　

」
や
書
き

込
み
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
表
示
し
た
。
同
じ
く
青
ク
レ
ヨ
ン
の
傍
線
は
太
線
で
示
し
た
。
誤

字
脱
字
の
訂
正
や
語
句
の
挿
入
な
ど
は
す
べ
て
本
文
に
反
映
さ
せ
た
上
で
訳
し
た
た
め
、

実
際
の
文
書
の
様
子
は
本
誌
前
号
掲
載
の
「
翻
刻
【
Ⅰ
】」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
訳

語
は
適
宜
原
詩
を
参
照
し
つ
つ
、検
閲
官
に
よ
る
英
訳
の
特
徴
を
示
す
よ
う
に
あ
ら
た
に

訳
し
直
し
た
。
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検
閲
官 

Ｔ
・
フ
ク
シ
マ

『
コ
ス
モ
ス
』
47
年
10
月 

第
2
巻
第
3
号

違
反
の
疑
い

　

11
〜
13
頁　
「
Ｂ
29
の
大
音
」　

カ
ズ　

ヤ
ス
シ　

イ
ト
ウ

　
　

検
閲
官
ノ
ー
ト

上
記
の
詩
の
前
半
で
は
演
習
の
た
め
に
轟
音
を
た
て
て
頭
上
を
飛
ぶ
Ｂ
29
に
対
す

る
日
本
人
の
感
嘆
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
一
方
、
詩
の
後
半
で
は
、
空
飛
ぶ
怪
物
た

ち
の
轟
音
に
影
響
さ
れ
る
単
純
な
見
物
人
た
ち
が
、
ど
れ
ほ
ど
深
く
感
動
し
た
か
を

描
い
て
い
る
。

ド
カ
ン
と
始
ま
る
兆
し
が
あ
る

ど
こ
か
の
国
が
火
蓋
を
切
る

そ
う
遠
く
な
い
日
に

あ
あ
、
本
当
に
！　

奴
隷
精
神
の
感
傷

ま
っ
た
く
そ
れ
ら
の
言
葉
は
お
お
げ
さ
で

そ
ん
な
愚
か
な
幻
影
が

彼
ら
の
頭
の
中
に
。 

添
付
の
全
訳
お
よ
び
コ
メ
ン
ト
を
見
よ　

Ｙ
・
Ｙ

い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
現
代
詩
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
こ
う
し
た
文
学
作
品
の
場

合
、
上
述
の
よ
う
に
、
詩
の
テ
ー
マ
と
論
理
が
短
く
凝
縮
さ
れ
た
り
、
混
然
一
体
と

な
っ
た
り
し
て
い
て
、
こ
の
詩
が
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
か
を
、
検
閲
官
が
正
し

く
判
断
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
概
し
て
言
え
ば
、
違
反
に

は
当
た
っ
て
い
な
い
と
検
閲
官
は
信
じ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
最
終
ス
タ
ン
ザ
の
一

部
に
は
、

す
べ
て
の
国
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る

今
や
、

あ
の
損
な
戦
争
は
何
も
支
払
っ
て
く
れ
な
い

こ
と
を
。

（
し
か
し
、
演
習
は
た
だ

占
領
軍
様
の
ご
都
合
次
第
で

許
さ
れ
る
も
の
ら
し
い
）

と
あ
る
。
詩
人
が
（　

）
の
中
の
部
分
で
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
は
っ
き
り
し
な

い
も
の
の
、
占
領
軍
あ
る
い
は
合
衆
国
の
政
策
に
対
す
る
い
く
ら
か
の
皮
肉
を
含
意

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。（
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
占
領

軍
」
や
「
合
衆
国
」
と
い
っ
た
直
接
的
な
言
葉
は
、
日
本
語
の
原
文
に
は
な
く
、
に

も
か
か
わ
ら
ず
、検
閲
官
は
「
ソ
チ
ラ
サ
マ
ノ
ゴ
ツ
ゴ
ウ
ダ
ロ
ウ
！
」
の
部
分
か
ら
、

右
に
意
訳
し
た
よ
う
に
受
け
取
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
も
し
、
こ
の
詩
作
品
の
ど
こ
か

に
削
除
さ
れ
る
べ
き
箇
所
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
（　

）
内
の
最
終
部
に
考
慮

の
余
地
が
あ
る
と
検
閲
官
は
考
え
る
。

違
反
の
疑
い

　

29
頁　
「
長
城
」　

ト
ク
ゾ
ウ　

サ
カ
イ

長
城
の
下
で
吠
え
て
い
る

山
々
は

内
戦
の
ゲ
リ
ラ
隊
の
快
適
な
巣

人
民
解
放
軍
に
難
攻
不
落
の

砦
を
与
え
る

「
長
城
は
怒
り
に
身
を
ふ
る
わ
せ
て

検
閲
報
告
書
1　

伊
藤
和
「
Ｂ
29
の
大
音
」〔
Ⅰ
〕　
（
Ｔ
・
フ
ク
シ
マ
）

検
閲
報
告
書
2　

サ
カ
イ
・
ト
ク
ゾ
ウ
「
長
城
」　
（
Ｔ
・
フ
ク
シ
マ
）



一
八
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吠
え
続
け
る
だ
ろ
う

（
あ
ら
ゆ
る
専
制
君
主
が
打
ち
倒
さ
れ
る
そ
の
日
ま
で

政
権
が
交
代
す
る
ま
で
）」 

　
　
　

削
除　

Ｙ
・
Ｙ

　
　

中
国
批
判

　
　

検
閲
官
ノ
ー
ト

上
記
の
詩
の
前
半
は
、
か
つ
て
の
日
本
の
軍
国
主
義
が
中
国
に
侵
攻
し
た
こ
と
に

対
し
て
の
哀
歌
と
理
解
さ
れ
る
。
一
方
、
後
半
は
中
国
赤
軍
へ
の
賛
歌
で
あ
る
。
こ

の
点
に
限
っ
て
い
え
ば
、
い
か
な
る
違
反
も
発
見
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
検
閲
官

は
信
じ
る
。
し
か
し
詩
の
最
後
の
2
行
、す
な
わ
ち
上
述
の
（ 

）
で
括
っ
た
部
分
は
、

も
し
専
制
政
治
へ
の
一
般
的
な
批
評
と
し
て
受
け
取
る
な
ら
、
も
ち
ろ
ん
異
論
は
な

い
け
れ
ど
も
、
も
し
蒋
政
権
も
し
く
は
国
民
党
政
府
へ
の
暗
示
的
言
及
と
し
て
う
け

と
る
な
ら
、
キ
ー
ロ
グ
違
反
の
部
類
に
入
る
か
も
し
れ
な
い
。
上
述
の
ス
タ
ン
ザ
に

お
い
て
、
詩
人
が
何
を
意
図
し
て
い
る
か
は
、
は
っ
き
り
と
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
左
翼
主
義
者
は
ふ
だ
ん
か
ら
蒋
介
石
総
統
の
独
裁
主
義
や
専
制
政

治
を
非
難
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
そ
の
部
分
が
蒋
政
権
の
崩
壊

の
希
望
を
含
意
し
た
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

も
し
こ
の
推
測
が
間
違
い
で
な
け
れ
ば
、
削
除
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
検
閲
官
は
、
過

大
な
評
価
と
神
経
質
さ
を
非
難
さ
れ
る
こ
と
を
た
だ
恐
れ
る
。

違
反
の
疑
い

　

25
頁

「
…
…
そ
の
腐
敗
の
極
み
に
到
達
し
た
現
詩
壇
の
メ
ン
バ
ー
は
、非
共
産
主
義
世

界
の
内
側
で
の
自
己
保
全
を
確
実
に
し
よ
う
と
し
て
、
意
識
的
に
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
と
の
対
立
を
構
え
て
み
せ
る
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
、

こ
の
よ
う
に
、（
明
日
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
に
つ
な
が
っ
て
い
る
）
今
日
の
民

主
的
革
命
の
発
展
を
暗
黙
の
う
ち
に
阻
害
す
る
側
に
立
つ
姿
勢
を
示
し
始
め
て

い
る
。」  

通
過
？　

Ｙ
・
Ｙ

　
　

不
安
扇
動

　
　

検
閲
官
ノ
ー
ト

上
記
の
（ 

）
内
の
箇
所
を
推
奨
す
る
。
こ
の
教
理
に
お
け
る
彼
ら
の
信
念
が
い
か

に
確
固
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
少
々
教
条
的
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
今
日
の
民
主
的
革
命
が
将
来
の
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
革
命
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
問
題
自
体
は
、
歴
史
的
討
議
を
必

要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

情
報
の
疑
い

　

37
〜
38
頁

　

…
…
反
軍
国
主
義
の
現
時
の
傾
向
は
、
権
威
を
与
え
ら
れ
た
世
論
と
い
わ
ぬ

ば
か
り
に
誇
ら
し
げ
に
見
え
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
楽
観
的
な
国

で
は
、
数
年
の
う
ち
に
誰
も
そ
ん
な
意
見
を
支
持
し
続
け
て
い
な
い
だ
ろ
う
こ

と
は
、
た
や
す
く
予
測
さ
れ
る
。
…
…

　

…
…
事
実
、
私
が
強
く
言
い
た
い
こ
と
は
、
現
在
で
さ
え
、
私
は
、
周
囲
の

街
の
空
気
か
ら
い
く
ぶ
ん
か
の
抵
抗
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
現
在
の
封
建
制
そ
れ
自
身
が
、
魅
了
す
る
力
を
増
し
て
き
て
い

る
。

　

そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
一
方
に
お
い
て
、
私
た
ち
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
い
か
に

検
閲
報
告
書
3　

平
林
敏
彦
「
欺
瞞
者
の
文
学
」　
（
Ｔ
・
フ
ク
シ
マ
）

検
閲
報
告
書
4　

金
子
光
晴
「
郁
達
夫
そ
の
他
」　
（
Ｔ
・
フ
ク
シ
マ
）
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安
価
な
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
他
方
に
お
い
て
、
独
立
性
を
欠
い
て
い
る
日
本

の
民
衆
の
精
神
的
基
礎
が
い
か
に
貧
し
い
も
の
で
あ
る
か
、
ひ
い
て
は
、
彼
ら

が
い
か
に
強
く
封
建
制
に
縛
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

　
　

Ｏ
Ｋ　

＊

　
　

検
閲
官
ノ
ー
ト

こ
の
よ
う
な
詩
的
エ
ッ
セ
イ
を
有
効
情
報
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
は
、
ば
か
げ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
上
に
抜
粋
し
た
部
分
は
、
著
者
で
あ
る
詩
人
の
金
子

光
晴
の
鋭
敏
な
直
感
が
捉
え
た
も
の
で
、
日
本
に
お
け
る
あ
る
種
の
大
衆
的
傾
向
に

言
及
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
注
目
に
値
す
る
事
実
で
あ
る
と
検
閲
官
は
考
え
る
ゆ

え
に
、
こ
こ
に
取
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
上
記
の
資
料
は
情
報
項
目

と
し
て
は
具
体
性
に
乏
し
い
と
し
て
も
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
は
そ
の
事
実
に
つ
い
て
熟
知
し

て
い
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
と
検
閲
官
は
考
え
る
。

『
コ
ス
モ
ス
』
第
二
巻
第
三
号

再
検
閲
官　

Ｓ
・
フ
ル
ヤ

　
「
Ｂ
29
の
大
音
」
カ
ズ　

イ
ト
ウ
作

（
1
）
こ
の
9
聯
か
ら
な
る
詩
は
風
刺
と
見
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
2
）  

こ
の
風
刺
は
両
刃
の
刀
で
あ
る
。
一
方
で
は
、Ｂ
29
の
強
大
な
力
を
賞
賛
す
る

か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
非
武
装
日
本
の
空
が
、
も
っ
と
も

軍
事
的
な
Ｂ
29
の
轟
音
で
響
き
渡
っ
て
い
る
こ
と
を
、悪
意
あ
る
皮
肉
で
刺
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。こ
れ
は
地
球
上
に
平
和
が
訪
れ
な
い
こ
と
を
抗
議

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
3
）  

他
方
、日
本
の
人
々
は
風
刺
の
目
標
に
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
打
ち
負
か
さ
れ

た
、
し
か
し
、
彼
ら
は
、
時
に
は
安
っ
ぽ
い
懐
疑
に
落
ち
込
み
、
時
に
は
次
の

世
界
大
戦
が
来
る
と
信
じ
な
が
ら
、
Ｂ
29
の
威
厳
と
優
雅
さ
の
こ
と
、
平
和
と

文
化
の
こ
と
な
ど
を
、
寄
り
集
ま
っ
た
馬
鹿
者
み
た
い
に
ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
お

し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
何
に
で
も
驚
き
見
と
れ
、
う
わ
さ
話
に
す
っ

か
り
夢
中
に
な
り
が
ち
な
無
教
養
な
農
民
に
似
た
、
み
じ
め
な
国
民
で
あ
る
。

（
4
）  

削
除
に
よ
っ
て
、
我
々
は
こ
の
詩
か
ら
ト
ゲ
を
除
き
、
平
和
的
な
要
素
、
つ
ま

り
賞
賛
に
値
す
る
Ｂ
29
と
日
本
の
人
々
を
若
干
元
気
づ
け
る
部
分
だ
け
を
残

す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
　

削
除
対
象
と
し
て
は
以
下
の
箇
所
を
提
案
す
る
。

A　

第
2
ス
タ
ン
ザ　

6
行
目

　
　
（
撃
ち
落
と
さ
れ
る
一
機
さ
え
見
え
な
か
っ
た
）

　
　
　
　

注　

  

こ
れ
は
風
刺
的
で
あ
り
、
多
く
の
Ｂ
29
が
大
戦
中
に
撃
ち
落
と
さ
れ

た
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。

B　

第
4
ス
タ
ン
ザ　

9
行
目

　
　
（  

あ
た
か
も
、
多
く
の
奴
隷
（
召
使
い
）
が
、
神
と
呼
ば
れ
る
や
つ
に
命
令
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
）

　
　
　
　

注　

  

日
本
の
人
々
の
間
で
キ
リ
ス
ト
教
が
さ
ら
に
影
響
力
を
増
し
て
き
て

い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
、
ア
メ
リ
カ
的
な
考
え
方
が
さ
ら
に

優
位
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
風
刺
的
に
示
唆
し
て
い
る
。

　
　

検
閲
注　

削
除
箇
所
は
、
合
衆
国
批
判
を
と
り
の
ぞ
く
必
要
性
を
示
し
た
も
の

C　

第
5
ス
タ
ン
ザ
全
体

　
　
（「
ま
た
ド
カ
ン
と
爆
発
し
そ
う
な
様
子
で
あ
る
」

　
　

―
い
く
つ
か
の
国
を
見
ろ

　
　

た
し
か
に
ド
カ
ン
と
や
り
そ
う
だ

再
検
閲
報
告
書
1　

伊
藤
和
「
Ｂ
29
の
大
音
」〔
Ⅱ
〕　
（
Ｓ
・
フ
ル
ヤ
）
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ま
さ
に
奴
隷
に
ふ
さ
わ
し
い
賞
賛
で

　
　

た
し
か
に

　
　

荒
っ
ぽ
い
誇
張
で

　
　

そ
ん
な
愚
か
な
当
て
推
量

　
　

彼
ら
は
夢
中
に
な
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
す
る
）

　
　
　
　

注　

  

あ
ら
た
な
戦
争
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
唆
。
う
わ

さ
は
馬
鹿
げ
た
こ
と
と
し
て
烙
印
を
押
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
皮
肉
な
あ
ざ
け
り
の
声
を
、
こ
れ
ら
の
行
間
に
聞
く
こ
と
が
で

き
る
。

D　

第
9
ス
タ
ン
ザ　

6
〜
12
行
目　

最
終
ス
タ
ン
ザ
の
全
部

　
　
（

―
な
ん
と
撃
ち
落
と
さ
れ
た
、

　
　

―
な
ん
と
火
を
噴
い
て
落
ち
た
、

　
　

知
ら
な
い
国
は
な
い

　
　

今
は

　
　

報
い
ら
れ
な
い
も
の
に
払
い
は
し
な
い
。

　
　

な
ぜ
あ
の
演
習
、
そ
れ
で
？

　
　

あ
れ
は
彼
ら
自
身
の
御
用
事
で
し
ょ
う
、
け
っ
！
）

　
　
　
　

注　

  

皮
肉
な
お
し
ゃ
べ
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
だ
が
、
前
項
の
削
除
と
あ

わ
せ
て
最
後
の
7
行
の
削
除
で
、
詩
の
終
わ
り
が
可
能
な
限
り
健
全

に
聞
こ
え
る
よ
う
に
す
る
に
は
十
分
で
あ
る
、
し
か
し
お
そ
ら
く
、

こ
の
よ
う
に
静
か
で
牧
歌
的
な
場
所
に
自
分
が
身
を
お
い
て
い
る
な

ど
と
は
け
っ
し
て
予
期
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
詩
人
の
非
常
な
悔
し

さ
を
と
も
な
う
だ
ろ
う
。

　
　

  

２
頁
目
の
下
段
に
あ
る
二
箇
所
の
「
Ｂ
29
よ
」
も
削
除
。
こ
れ
で
詩
は
安
全
に

な
る
だ
ろ
う
。

雑
誌
『
コ
ス
モ
ス
』
十
月
号　
　

 

　

ヤ
マ
モ
ト

第
11
〜
13
頁

記
事
タ
イ
ト
ル
「
Ｂ
29
の
大
音
」
カ
ズ
・
イ
ト
ウ

①　

お
お
！       

   

保
留

 

久
し
ぶ
り
に

 

Ｂ
29
が
や
っ
て
き
て

 

い
つ
も
の
す
ご
い
轟
音
を
ま
ん
べ
ん
な
く
響
か
せ
て
、
絶
え
間
な
く

―

 

そ
れ
か
ら
、

 

一
分
も
す
ぎ
た
あ
と

 

彼
ら
は
北
へ
見
え
な
く
な
り

 

さ
ら
に
二
分
し
て
、

 

次
の
飛
行
機
が
く
る
。

② 

お
お
！

 

こ
う
し
て
彼
ら
は
ふ
た
た
び
飛
ぶ

―

 

Ｂ
29
よ
。

 

し
か
し
、
つ
ま
り
、
今

 

ま
さ
に
空
の
演
習
で
あ
る

 
「（
そ
し
て
落
と
さ
れ
る
一
機
も
な
い
）」 

《
削
除
Ａ
》
削
除
の
上
通
過

③　

お
お
！　

Ｂ
29
！

 

そ
し
て
次
々
と

 

彼
ら
は
轟
音
で
通
過
す
る
と

 

人
々
は
あ
ご
を
上
げ
て
ふ
り
あ
お
ぎ

―

再
検
閲
報
告
書
2　

伊
藤
和
「
Ｂ
29
の
大
音
」〔
Ⅲ
〕　
（
ヤ
マ
モ
ト
）
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よ
ぼ
よ
ぼ
の
老
人
、
女
、
子
供
だ
け
で
な
く
、

 
男
や
若
者
さ
え

 
し
ば
ら
く
の
間

 

あ
ご
が
落
ち
て
し
ま
う
く
ら
い
ま
で
あ
ご
を
上
げ
て

 

そ
し
て
ふ
り
あ
お
い
で
そ
の
光
景
に
叫
ぶ
。

 

ま
っ
た
く
、
今
は

―
 

今
は
、
逃
げ
る
必
要
は
な
く
、

 

怖
い
と
感
じ
る
必
要
も
な
い
。

④　

し
か
し

―

 

す
ば
ら
し
い
轟
音
よ
！

 

あ
れ
が
Ｂ
29
だ
！

 

そ
の
振
動
を
聞
き
な
が
ら

 

そ
し
て
二
分
も
そ
れ
を
ふ
り
あ
お
ぎ
、

 

無
知
な
農
民
た
ち
の
頭
は

 

変
わ
る
。

「（
そ
し
て
何
か
の
神
に
よ
っ
て
そ
う
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
）

 

す
ぐ
に
、             
　

  《
削
除
Ｂ
》

 

が
や
が
や
う
わ
さ
を
広
げ
始
め
る
。」

⑤
（「
す
ぐ
に
ま
た
ド
カ
ン
と
始
ま
る
前
兆
だ
」   

 《
削
除
Ｃ
》

 

―
ど
こ
か
の
国
が

 

ま
も
な
く
火
蓋
を
切
る
だ
ろ
う
。

 

そ
れ
ゆ
え
こ
れ
ら
無
知
な
人
々
が
さ
け
ぶ

 

お
お
げ
さ
に
、

 

そ
ん
な
馬
鹿
な
恐
れ
を
描
い
て
い
る

 

そ
の
心
の
な
か
に
。）

⑥　

お
お
！　

Ｂ
29
！
）

 

し
か
し
田
舎
は
広
い
、

 

そ
し
て
す
べ
て
の
方
向
に

 

星
は
輝
か
し
く
光
る
。

 

溝
の
中
で
蛙
が
ゲ
ロ
ゲ
ロ
鳴
く
。

 

そ
し
て
遠
く
遠
く
離
れ
て
、
蛙
が
ゲ
ロ
ゲ
ロ
と
。

 

竹
笛
の
す
る
ど
い
音
。

 

太
鼓
の
音
。

 

若
い
者
た
ち
は
色
と
刺
激
に
興
奮
し
て
溺
れ
死
ん
だ

 

芸
能
祭
の
た
め
に
練
習
し
て
い
て
。

⑦　

Ｂ
29
よ
。

 

そ
し
て
彼
ら
本
国
送
還
の
兵
士
が
今
も
ど
っ
て

 
 

北
か
ら
南
か
ら
。

 

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
オ
ブ
ロ
ー
モ
フ
た
ち
が
横
た
わ
る
。

 

　
　
（
注　

  

ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
小
説
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

―
現
実
に
活
動
す
る

た
め
の
自
発
性
を
欠
い
た
働
か
な
い
知
識
人
の
見
本
）

 

そ
し
て
少
し
ば
か
り
「
教
育
」
の
あ
る
者
た
ち

 

「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
の
う
わ
さ
話
…

 

気
取
り
な
が
ら

 

彼
ら
は
愛
情
の
こ
と
を
話
し
、

 

あ
れ
や
こ
れ
や

 

最
終
的
な
空
虚
の
こ
と
を
。

⑧
（
お
お
！      

           《
削
除
Ｄ
》

 
Ｂ
29
よ

―
 

ゆ
っ
く
り
、
ゆ
う
ゆ
う
と
、

 

お
だ
や
か
に

 

四
月
の
空
を
飛
ぶ
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⑨　

Ｂ
29
よ
。

 
そ
う
、
ひ
さ
し
ぶ
り
に

 
あ
の
な
じ
み
の
す
ば
ら
し
い
轟
音
よ
。

 

そ
れ
ら
の
飛
行
機
が
無
知
な
農
民
た
ち
を
怖
が
ら
せ
る

―

 

　
　

―
飛
行
機
が
地
上
に
落
ち
る
こ
と

―

 

　
　

―
飛
行
機
が
火
を
噴
く
こ
と

―

 

あ
ら
ゆ
る
国
の
あ
ら
ゆ
る
人
は
も
う
知
っ
て
い
る

 

そ
の
よ
う
な
こ
と
に
支
払
い
は
し
な
い
。

 

そ
し
て
こ
の
演
習
は
も
う

 

立
派
な
方
々
に
よ
っ
て
ほ
ん
の
お
遊
び
で

 

実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
よ
。）

　

公
開
禁
止
を
推
奨
す
る
。
も
っ
と
も
不
適
切
な
段
は
括
弧
で
く
く
ら
れ
て
い
る
箇

所
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
詩
全
体
の
ト
ー
ン
は
非
常
に
皮
肉
で
す
る
ど
い
。
最

後
の
数
行
の
削
除
で
は
十
分
で
は
な
い
と
信
じ
る
。
詩
全
体
は
そ
れ
ら
の
最
終
行
に

む
け
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。　

Ｙ
・
Ｙ

 

＊
訳
注　

  　

①
〜
⑨
の
ス
タ
ン
ザ
番
号
は
再
検
閲
報
告
書
の
原
文
に
は
な
い
が
、
ゲ
ラ

と
対
比
す
る
た
め
便
宜
的
に
付
し
た
。《
削
除
Ａ
》
〜
《
削
除
Ｄ
》
の
表
示
も

同
じ
。「
オ
ブ
ロ
ー
モ
フ
」
に
つ
い
て
は
前
号
掲
載
の
「
翻
刻
【
Ⅰ
】」
参
照
。

秘
密

民
間
検
閲
局　

Ｐ
Ｐ
Ｂ
第
Ⅰ
区　

新
聞
出
版
係

JP
/T

O
K

/P
P

B
/d/1186

 15 Jan
u

ary 1948

処
置 

傍
線
部
削
除

理
由 

不
安
扇
動

雑
誌 

『
コ
ス
モ
ス
』（
出
版
地
東
京
・
十
月
発
行
）
掲
載
記
事

記
事
タ
イ
ト
ル　
　

平
林
敏
彦
「
欺
瞞
者
の
文
学
」

概
要 

執
筆
者
は
、
知
識
人
が
過
去
の
文
学
作
品
に
よ
っ
て
大
衆
を
だ
ま
し
て
お

り
、
人
々
は
こ
の
事
実
を
認
識
し
、
文
学
の
革
命
的
傾
向
を
発
展
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

削
除
箇
所

　
　

「
…
そ
の
腐
敗
の
極
み
に
到
達
し
た
現
詩
壇
の
メ
ン
バ
ー
は
、
非
共
産
世
界
の

内
側
で
彼
ら
の
安
全
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
と
、
意
識
的
に
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
を
対
立
さ
せ
る
こ
と
で
、
明
日
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

革
命
へ
と
つ
づ
く
今
日
の
民
主
的
革
命
の
発
展
を
阻
止
す
る
試
み
を
無
言

の
う
ち
に
開
始
し
て
い
る
…
」

検
閲
官　

ザ
ー
ン

 

＊
訳
注　

  　

削
除
指
定
は
フ
ク
シ
マ
に
よ
る
検
閲
報
告
書
と
同
じ
箇
所
。
た
だ
し
英
訳

文
の
大
意
は
同
じ
だ
が
、
訳
文
全
体
に
わ
た
っ
て
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

詳
し
く
は
前
号
掲
載
の
「
翻
刻
【
Ⅰ
】」
参
照
。

JP
/T

O
K

/P
P

B
/d/1187

 15 Jan
u

ary 1948

処
置 

傍
線
部
削
除

裁
決
書
1　

平
林
敏
彦
「
欺
瞞
者
の
文
学
」

裁
決
書
2　

サ
カ
イ
・
ト
ク
ゾ
ウ
「
長
城
」
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理
由 

中
国
批
判

雑
誌 

『
コ
ス
モ
ス
』（
出
版
地
東
京
・
十
月
発
行
）
掲
載
記
事

記
事
タ
イ
ト
ル　
　

サ
カ
イ
・
ト
ク
ゾ
ウ
「
長
城
」

概
要 
こ
れ
は
日
本
軍
の
中
国
侵
略
を
思
い
出
さ
せ
る
詩
で
あ
り
、
今
日
の
共
産

軍
の
休
息
地
と
し
て
の
万
里
の
長
城
を
描
写
し
て
い
る
。

削
除
箇
所

　
　

「
…
長
城
は
怒
り
で
身
を
ふ
る
わ
せ
て

 

吠
え
続
け
る
だ
ろ
う

 

あ
ら
ゆ
る
専
制
君
主
が
打
ち
倒
さ
れ
る
そ
の
日
ま
で

 

政
権
が
交
代
す
る
ま
で
…
」

検
閲
官 

ザ
ー
ン

秘
密

 

＊
訳
注　

  　

削
除
指
定
は
フ
ク
シ
マ
に
よ
る
検
閲
報
告
書
と
同
じ
箇
所
。
た
だ
し

英
訳
文
の
一
部
（
最
終
行
）
に
異
同
が
あ
る
。

 

　
　
　
　
　

U
n

till th
e régim

e altern
ates.

（
検
閲
報
告
書
）

 

　
　
　
　
　

U
n

til th
e regim

e ch
an

ges.

（
裁
決
書
）

秘
密

民
間
検
閲
局　

Ｐ
Ｐ
Ｂ
第
Ⅰ
区　

新
聞
出
版
係

JJP
/T

O
K

/P
P

B
/d/1188

 15 Jan
u

ary 1948

処
置 

以
下
に
示
す

理
由 

不
安
扇
動

雑
誌 

『
コ
ス
モ
ス
』（
出
版
地
東
京
・
十
月
発
行
）
掲
載
記
事

記
事
タ
イ
ト
ル　
　

伊
藤
和
「
Ｂ
29
の
大
音
」

概
要 

こ
れ
は
、
現
在
の
日
本
の
上
空
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
Ｂ
29
の
演
習
と
関

係
づ
け
て
敗
北
し
た
日
本
の
運
命
を
悲
し
む
、
9
ス
タ
ン
ザ
か
ら
な
る
風

刺
詩
で
あ
る
。

削
除
箇
所

　
　

「
…
ま
さ
に
空
の
演
習
で
あ
る

 

そ
し
て
落
と
さ
れ
る
一
機
も
な
い
…
」  

  《
削
除
Ａ
》

 

（
傍
線
部
削
除
）

　
　

「
…
そ
し
て
何
か
に
よ
っ
て
そ
う
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
か
の
よ
う
に

 

す
ぐ
に
、    

  《
削
除
Ｂ
》

 

が
や
が
や
う
わ
さ
を
広
げ
始
め
る
…
」

 

（
傍
線
部
削
除
）

　
　

「
…
す
ぐ
に
ま
た
始
ま
る
兆
し
だ
。   

  《
削
除
Ｃ
》

 

―
ど
こ
か
の
国
が

 

ま
も
な
く
火
蓋
を
切
る
だ
ろ
う
。

 

そ
れ
ゆ
え
こ
れ
ら
無
知
な
人
々
が
さ
け
ぶ

 

お
お
げ
さ
に
、

 

そ
ん
な
馬
鹿
な
恐
れ
を
描
い
て
い
る

 
そ
の
心
の
な
か
に
…
」

 
（
引
用
全
文
削
除
）

　
　

「
…
お
お
！    

《
削
除
Ｄ
》

裁
決
書
3　

伊
藤
和
「
Ｂ
29
の
大
音
」
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Ｂ
29
よ

―

 

ゆ
っ
く
り
、
ゆ
う
ゆ
う
と
、

 
お
だ
や
か
に

 
四
月
の
空
を
飛
ぶ
。

 

Ｂ
29
よ
。

 

そ
う
、
ひ
さ
し
ぶ
り
に

 

あ
の
な
じ
み
の
す
ば
ら
し
い
轟
音
よ
。

 

そ
れ
ら
の
飛
行
機
が
無
知
な
農
民
た
ち
を
怖
が
ら
せ
る

―

 

飛
行
機
が
地
上
に
落
ち
る
こ
と

 

飛
行
機
が
火
を
噴
く
こ
と

 

あ
ら
ゆ
る
国
の
あ
ら
ゆ
る
人
は
も
う
知
っ
て
い
る

 

そ
の
よ
う
な
こ
と
に
支
払
い
は
し
な
い
。

 

そ
し
て
こ
の
演
習
は
も
う

 

立
派
な
方
々
に
よ
っ
て
ほ
ん
の
お
遊
び
で

 

実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
よ
…
」

 

（
引
用
全
文
削
除
）

検
閲
官 
ザ
ー
ン

秘
密

 

＊
訳
注　

  　
《
削
除
Ａ
》
〜
《
削
除
Ｄ
》
の
表
示
は
便
宜
的
に
付
し
た
。
ヤ
マ
モ
ト

が
「
再
検
閲
報
告
書
2
」
で
推
奨
し
た
箇
所
と
ほ
ぼ
同
じ
箇
所
が
削
除

指
定
さ
れ
て
い
る
。
英
訳
文
も
ヤ
マ
モ
ト
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
。
た
だ

し
、《
削
除
Ｂ
》
は
「
再
検
閲
報
告
書
2
」
で
は
「A

n
d ju

st as if th
ey 

h
ad been

 ordered to do so by som
e G

od

」
と
あ
る
が
、
こ
の
裁

決
書
で
は
「G

od

」
が
脱
落
し
て
い
る
。《
削
除
Ｃ
》
の
箇
所
は
、
ヤ
マ

モ
ト
の
報
告
書
に
書
き
込
ま
れ
た
ブ
ル
ー
ク
レ
ヨ
ン
で
も
、
実
際
の
ゲ

ラ
で
も
、
次
行
（
第
6
ス
タ
ン
ザ
1
行
目
「A

h
! T

h
e B29's!

」）
ま
で

削
除
の
指
定
が
及
ん
で
い
る
（
つ
ま
り
、
裁
決
書
が
、
実
際
の
ブ
ル
ー

ク
レ
ヨ
ン
に
よ
る
ゲ
ラ
へ
の
削
除
指
定
と
一
致
し
て
い
な
い
）。こ
れ
ら

単
純
な
転
記
ミ
ス
と
お
ぼ
し
き
異
同
や
、訳
文
の
微
修
正
を
鑑
み
れ
ば
、

裁
決
書
は
事
後
の
報
告
書
と
み
な
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
処
分
の
直
接
の

命
令
書
の
類
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
裁
決
書
の
日
付
が
、雑
誌
刊
行
・

納
本
後
で
あ
る
点
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

 

　
　
　
　

  　

な
お
、二
人
目
の
検
閲
官
（
フ
ル
ヤ
）
は
、「
再
検
閲
報
告
書
1
」
で
、

ゲ
ラ
二
枚
目
下
段
の
二
箇
所
の
「
Ｂ
29
よ
」
を
削
除
す
べ
き
と
推
奨
す

る
意
見
を
出
し
て
い
た
。
ヤ
マ
モ
ト
は
そ
の
二
箇
所
と
も
鉛
筆
で
囲
っ

て
い
た
も
の
の
、
実
際
に
削
除
さ
れ
た
の
は
そ
の
う
ち
最
初
の
一
箇
所

の
み
で
、そ
れ
が
第
6
ス
タ
ン
ザ
1
行
目
に
あ
た
る
。《
削
除
Ｄ
》
の
異

同
に
つ
い
て
は
本
誌
掲
載
の
拙
論
に
述
べ
た
。

（
以
上
、
参
考
資
料
2
お
わ
り
）

（
本
学
文
学
部
助
教
）


